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英文授業名 副担当

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学年

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

SG122300 2026

年金数理 和田　貴一 他

Pension Mathematics 白土　和志・根岸　知行・都築　幸宏・乙部　厳己

2 前期(後半) 火曜･３時限 火曜･４時限 3年生以上

理学部第１講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｓカリ, ２５Ｓカリ, ２４Ｓカリ, ２３Ｓカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】理学の各分野における専門知識 年金数理の基礎知識を身につける。⇔

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門知識や観察・実験などによっ 数学の知識を応用して適切な保険額を算出することができるよ
て問題を理解・解決し、その成果を的確に他者に伝える力 うになる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

健康長寿

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 年金制度・財政の理解には、年金数理の概念の理解が必須である。これを踏まえつつ、年金制度の概要、
年金数理の基礎、年金財政の概要、財政計算、年金財政の検証等についての講義を行う。
担当教員が金融機関の実務経験を活かして講義を行います。

(5)授業のキーワ
ード

保険数理・アクチュアリー試験

(6)授業計画 本講義は、講義室にて対面で実施する。詳細はeALPS等にて周知する。
第 1回　年金数理の基礎知識
第 2回　年金現価
第 3回　財政方式の概要
第 4回　財政方式の概要 ― 定常状態と極限方程式 ―
第 5回　財政方式の概要 ― 制度内容の仮定 ―
第 6回　財政方式の概要 ― 各種財政方式 ―
第 7回　財政方式の概要 ― 平準積立方式 ―
第 8回　演習 ― 年金現価と財政方式 ―
第 9回　財政方式の概要 ― 開放型総合保険料方式と開放基金方式 ―
第10回 年金財政の検証
第11回 日本の企業年金制度について
第12回 企業年金に係る年金数理 ― 基礎率の変化の影響 ―
第13回 企業年金に係る年金数理 ― 財政方式と過去勤務債務 ―
第14回 財政決算・再計算 ― 財政決算 ―
第15回 財政決算・再計算 ― 財政再計算 ―、授業のふりかえり

(7)成績評価の方
法

3回のレポート(100％)
内訳は第6回終了後(20%)、第10回終了後(20%)、期末レポート(60%)

(8)成績評価の基
準

3回のレポートにおいて、基礎的な範囲の問題が解ければ「合格水準にある」、講義内容と同等の問題ま
で解ければ「やや上にある」、比較的簡単な応用問題まで解ければ「かなり上にある」、レベルの高い
応用問題まで解ければ「卓越している」。
なお、第6回終了後、第10回終了後のレポートは基礎的な範囲の問題を提示し、期末レポートでは基礎的
な範囲の問題を半分程度、講義内容と同様の問題・比較的簡単な応用問題・レベルの高い応用問題を半
分程度出題する。

(9)事前事後学習
の内容

毎回講義内容に基づいた資料を事前に配布(eALPSにアップ)し、当該資料に沿って講義を行う。講義で使
用した配布資料の内容を次回の講義までに理解した上で、次回の講義に臨む必要がある。

(10)履修上の注意 確率等の高校数学レベルの基礎知識を有することが望ましい。

(11)質問,相談へ
の対応

授業中、授業後でも質問は可。Ｅメールでの質問も可。

【教科書】 各回の講義内容に基づいた資料を事前に配布(eALPSにアップ)する。

【参考書】 年金数理　公益社団法人　日本アクチュアリー会
年金数理　日本評論社
新版年金数理概論　朝倉書店


